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8/30 ミハイル ・ ゴ ル パ バチ ョ フ ( ソ ) 

5/10 レオ ニー ド ・ ク ラフ チュ ク ( ウ ) 

5/3 スタ ニス ラフ ・ シ ュ シ ケ ビ チ ( べ ) 
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エリ ツィ ン は 、 2007 年 逝去 


フク ライ ナ 侵攻 前 史 1 


・ 1954 年 1 月 クリ ミア が ウクライナ 領 に 移管 1 
1991 年 12 クラ イナ 独立 
1994 年 12 月 ブダ ペスト 覚書 
1994 年 12 月 96 年 8 月 第 一 次 チェ チェ ン 紛 争 
1999 年 8 月 ご 2009 年 4 月 第 二 次 チェ チェ ン 紛 争 『 
2000 年 月 プー チン 氏 大 統領 就任 (2008, 2012~) ! 
_2004 年 11 月 05 年 月 オレ ンジ 革命 し / 

・ 2008 年 4 月 ブカレスト 首脳 会 議 プ 8 月 ロシア ・ ジ ョ ー ジ プア 戦 争 

・ 2014 年 2 月 ご 4 月 マイ ダン 革命 

・ 2014 年 3 月 て 現在 まで ドン バス 紛争 

・ 2014 年 3 月 ロン シア が クリ ミア を 併合 

・ 2014 年 9 月 ・2015 年 2 月 ミン スク 合意 1 ・ ミ ンス ク 合 意 2 

・ 2019 年 5 月 ゼ レ ンス キー 氏 大 統領 就任 


・ 2021 年 7 月 ロシア 人 と ウクライナ 人 の 歴史 的 一 体 性 に つい て 


ベロ ウ ヴェー ツジ 協定 (1991.12.8 調 印 ) 


・ 1991.12.7 に 、 ベラ ルー シ 最 西部 の ベロ ヴェ ー ジ 原生 林 に ある |I 旧 フル シ 
チョ フ の 別荘 に 、 ロ シア 共和 国 大 統領 ボリ ス ・ エ リツ ィ ン 、 ウクライナ 大 統 
領 レ オニ ー ド ・ ク ラフ チュ ク 、 ベラ ルー シ 最 高 会 議 議長 スタ ニス ラフ ・ シ ュ 
シ ケ ヴィ チ と いう スラ ブフ 3 共和 国 の 首脳 が 集まり 、 二 日 目 の 12.8 に 歴史 的 
な 文書 に 調印 し 、 発 表し た 。 俗 に ベロ ヴェ ー ジ 協定 」 と 呼ば れる も の で 、 
① 国 際 法 と 地政 学 的 現実 の 対象 と し て の ソビエト 連邦 の 存在 は 消滅 し た 、 
②「 独 立国 家 共 同体 (ClS)」 を 創設 する 、 が 主 な 内 容 。 

・ この 協定 調印 に 関し て は 、 当時 の ソ連 大 統領 ゴル バチ ョ フ は も ちろ ん 、3 
共和 国 以外 の ソ連 構成 9 か 国 首 脳 も 全く 与 り 知ら な か っ た 。 

・ ほとん どの ソ連 国民 も 発表 に よっ て 、 自分 た ちの 国 が 一 夜 に し て な く な っ 
た こと を 知ら され た 。 一 番 悲 惨 な の は 、 自 分 の 民族 構成 共和 国 以外 の 共 
和 国 で 生活 し て いた 人 々 で 、 ロシア 人 の 場合 、2500 万 か ら 3000 万 と 言わ 
れる ロシア 共和 国 以 外 に いた 住民 が 突然 取り 残さ れ 、 異 邦人 と な ら ざ る 
を えな か っ た 。 彼ら の 中 に は 現地 語 の 習得 な ど 新た な 課題 を 押し 付け ら 
れ た ケー ス も あっ た 。 

(「 第 6 章 ソ連 終 騙 の 地 と な っ た ベロ ヴェ ー ジ の 森 」( 中 澤 孝之 ) よ り 
『 ベ ラル ー シ を 知る た め の 50 章 』 所 収 ) 


ベロ ウ ヴェー ツジ 協定 調印 式 (1991.12.8) 


人 


2 ナ 最 高 会 議 議長 の クラ フチ ュ ク は 、 当初 ソ連 か ら の 独立 に 慎重 
な 立場 を と っ て いた が 、1991 年 8 月 の モス クワ に お ける 保守 派 の クー デ 

ター 失敗 後 、 独 立 へ 和 能 を 切り 、8 月 23 日 に 独立 宣言 を 行い 、「 独 立 を 問う 
住民 投票 」 と 「 大 統領 選挙 」 を 12 月 1 日 に 設定 し た 。 

・ 独立 投票 に お いて 、 ウ クラ イナ 全土 で 90% の 賛成 昧 が 投じ られ 、 特に ク 
リ ミ ア ・ セ バス ト ポ リ を 含む すべ て の 地域 で 過半 数 を 超え て いた 。 

・ ウクライナ 全土 で すでに 連邦 か ら の 給料 ・ 年 金 の 遅配 ・ 欠 配 が 常態 化し 

て お り ・・・ ほ と ん どの 住民 に と っ て 「 ソ 連 に 残る 」 選 択 肢 は 消滅 し て いた 。 


・ この 投票 結果 に 驚 選 し た の が 、 エ リツ ィ ン ・ ロ シア 大 統領 だ っ た 。 
ロシア に と っ て 、 ウクライナ 抜き の ソ連 邦 は あり え ず 、 急 避 、 ゴ ル パ バチ ョ 
フ ・ ソ 連 大 統領 の 目 の 届 か な い ベ ラル ー シ の ベロ ヴェ ー ジ で スラ ブ 3 共 
和 国 首脳 に よる 会 談 が 開か れ た 。 
(「 第 31 章 ソ連 体制 下 の ウ クラ イナ 」 (藤森 信吉 ) よ り 
『 ウ クラ イナ を 知る た め の 65 章 』 所収) 


ゴル バチ ョ フ の 登場 と その 後 


・ 1985.3 ゴル バチ ョ フ ・ ソ 連邦 書記 長 に 選出 

グラ ス ノ ス チ ( 情 報 公開 ) て ペレ スト ロイ カ ( 再 構築 ) 
・ 1990.3 「 複 数 政党 制 」「 大 統領 選挙 」 導 入 
・ 1990.11 ゴル バチ ョ フ 、 暗 殺 未 遂 
・ 1991.1 リトアニア 「 血 の 日 曜日 」 事 件 
・ 1991.6 エリ ツィ ン 、 ロ ン ア 連邦 初代 大 統領 に 
・1991.8 保守 派 ク ー デ ター -~ 失敗 

バル ト 三 国 独 立 

・1991.12 ソ連 邦 解体 ゴルバチョフ 辞任 
・ 1993.12 ロシア 連邦 、 新 憲法 


リト アニ ア 「 血 の 日 曜日 」 事 件 


1990 年 3 月 、 リトアニア 共和 
国 が ソ連 か ら の 独立 を 宣言 。 


1991.1.12 の 夜 、 ソ 連 軍 部 隊 
の 戦車 が ヴィ リニュ ス の 重要 
拠点 の 占拠 に 向かっ た 。 


これ に 対し て リト アニ ア の 市 
民 は 最高 会 議 の 建物 や テレ 
ビ 塔 の 貼り に 集まり 、 人間 の 
盾 を 作っ た 。 戦車 が テレ ビ 塔 
に 到着 し た 後 、13 日 早朝 に 
ソ連 兵 が テレ ビ 塔 を 守 ろ うと 
し て いた 非武装 の 民間 人 に 
発砲 、13 人 が 殺害 され た 。 


(参考 ) 血 の 日 曜日 事件 (1905.1.9) サン クト ペテルブルグ 
平和 的 な 請願 デモ へ の 発砲 


ワク ライ ナ の 独立 


1991.8.24 ウクライナ 独立 宣言 

1991.12.1 「 ウ クラ イナ 喜 法 」 を 国民 投票 で 確定 
ン ! 大 統領 選挙 」 実 施 

1991.12.5 レオ ニー ド ・ ク ラフ チュ ク 大 統領 就任 

1991.12.8 ベロ ヴェ ー ジ 協定 


(cf) ベラ ルー シ の 場合 


・ 独立 宣言 な し 
・ 1991 年 9 月 に 、 国名 を 「 ベラ ルー シン 共和 国 」 に 変更 
・ 1994 年 、 唱 法制 定 。 大 統領 職 創 設 。 大 統領 選挙 


ブダ ベ ペスト 覚書 (1994.12.5) 


・ 1994.12.5 ハン ガリ ー の ブダ ペスト で 開催 され た 
OSCE( 欧 州 安全 保障 協力 機構 ) 会 議 に お いて 合意 


・ ウクライナ ・ ベ ラル ー シ ・ カ ザ フ ス タン が 核 不 拡散 条 
約 に 加盟 し た こと で 、 こ の 3 か 国 の 安全 を 、 米 ・ 英 ・ ロ 
の 3 か 国 で 保障 する 、 と いう 内 容 。 


・ これ を うけ て 、 1994 ン 1996 に 上 記 3 か 国 の 核兵器 は 
廃棄 (実際 は 、 ロ シア へ 移転 ) 


第 46 草 ! 独 立 ウ クラ イナ の 歩み 概観 」 藤森 信吉 
『 ウ クラ イナ を 知る た め の 65 章 』 (明石 書店 ) 所 収 


・ 1991 年 末 に 独立 し た ウクライナ は 独立 国家 共同 体 創設 条約 に 調 
還 し た も の の 、 昌 ソ連 諸国 と の 経済 ・ 軍 事 統合 に 関心 は な く 、 自国 
本 ロッ パ 国 」 あ る い は 「 中 ・ 東 欧 国 」 と 定義 し て 脱 口 入 欧 政策 を 


こっ o 


< mr ウクライナ 経済 の 崩壊 に より 修正 を 余儀 な くさ れ た 。 
・ 特に 1993 年 初頭 か ら の ロシア の エネ ルギー 価格 の 国際 化 は 、 ウ ク 


ライ ナ 経 済 に 決定 的 な 打撃 を 与え 、 ウ クラ イナ 政権 は 93 年 半ば に 
は 早く も ロン ア と の 経済 再 統合 を 模索 し 始め た 。 


・ この 路線 転換 を めぐ り ウ クラ イナ 政界 は 二分 され 、 1994 年 大 統領 


選挙 の 決 選 投票 で は いわ ゆる 「 東 西 分 像 」 が 観察 され た 。 


・ 隣国 ロン ア と は あら ゆる 分 野 で 対立 し て お り 、 特に 黒海 勝 隊 分 割 


間 題 、 ク リ ミ ア ・ セ バス ト ボ リ 市 の 帰属 問題 は 、 武 力 紛争 に 発展 す 
る 危険 性 を 争 ん で いた 。 


「 独 立 ウ クラ イナ の 歩み 概観 」 続き ① 


・ 一 方 、 国 民 統合 政策 は うま く 機 能 し た 。 異な る 歴史 経験 を 有 
する 諸 地 域 か ら 形 成 さ れ て いる た め 、 政府 は !「 ウクライナ 民 
族 」 の 定義 を 明確 に し な か っ た 。 

・ ウクライナ 国籍 は 希望 する 領内 旧 ソ 連 市 民 に 無 条 件 で 付与 
され 、 ウ クラ イナ 語 化 も 強制 され ず 、 公 的 空間 で の ロシア 語 
使用 が 維持 され た 。 

・ 歴史 間 題 は お お よそ ソ連 時 代 の 解釈 を 踏襲 し 、 ウクライナ 
蜂起 車 (UPA) の 復権 は な か っ た 。 

・ こう し た 曖昧 さ を 残し た まま の 国民 統合 政 生 は 、 中 央 の 弱 さ 
や 特定 の イデ オロ ギー に 基づく 動員 の 弱 さ を 意味 し 、 結果 と 
し て 、 一 極 支配 を 防ぎ 、 民主 主義 や 多元 性 が 機能 する こと 
に つなが っ た 。 


「 独 立 ウ クラ イナ の 歩み 概観 」 続き ② 


・ ロン ア は 、 旧 ソ連 圏 に お ける 「 特 別 な 地位 」 を 主張 し 始め て お 
り 、 ア メリ カ は ロン シア に 対抗 する た め ウ クラ イナ の 独立 を 維持 
し て 西側 陣営 に つなぎ と め よ うと する 政策 へ 転換 し た 。 

・「 部 分 的 な 経済 改革 」 や 民営 化 に よっ て 、1990 年 代 半 ば に オ 

ル ガ リ ヒ や 地方 経済 ボス が 次 々 に 誕生 し 、 民主 主義 の 後退 

と 汚職 虹 延 が 顕 閉 に な っ て いっ た 。 

・ 1999 年 の 大 統領 選挙 は その 頂点 と も 言え る も の で 、2000 
年 以降 に 一 連 の 反 政 権 運 動 を 引き 起こ し 、2004 年 の オレ ン 
ジ 革 命 に つなが っ た 。 

・ ウクライナ は 「9・11 同 時 多発 テロ 」 後 の 米 口 関係 の 改善 を 奇 
頁 と し て 2002 年 春 に NATO 加 盟 の 意思 を 公式 に 表明 。 オ レン 
ジ 時 命 後 は 、 脱 口 入 欧 政策 に 一 層 拍 車 が か けら れ た 。 


チェ チェ ン 紛 争 


人 道 回 朗 設置 者 市 無 差 軸 住宅 や イン フラ を 信人 
に 誠 きい 計る 


ノバ 本 “ ョ ん ' 0 戸 中 RBEIR 
2】 克 所 と 類 1 の 今後 は 耳 表 


カフ カス 地方 の 民族 紛争 
il アブハジア 共和 国 | ア 月 
アブ ハジ ア 人 vs グル ジア 人 スピ テア の リス ト 近 OO 二 二 ) ーー イス ラム 教徒 vs 


南 オ セ チ ア 自 

ア 自 治 州 こ ェ る 

| オセ チア 人 vs グル ジア 人 | イン グー シ 回 ダ ゲ スタ ン 共 和 国 
に イン グー シ イス ラム 教徒 vs 


ロシア ロシア 政府 、 / シ 
oo / ノ 7 記 
し 省 ( り りり テ ナ ル ノ ・ カ ラバ フ 
の かう ば \ アル メニ ア 人 vs アゼル バイ ジャ ン 人 


5 ' 回 ※ 回 マハ チカ ラ 
クイ \ 大 と ] 
。 | 電 に ポ カス ピ 海 
バト ゥ ー ミ グル ジア に ュー 
アゼル バイ ジャ ン 
バク ー 還 


チェ チェ ン の 歴史 "ウィキペディア より 


18 世 紀 に ロシア 帝国 が カフ カー ス へ の 南下 を 進め る と 、 チ ェ チ ェ ン 人 は ロシア 
生計 1859 年 に ロシア 帝国 に よっ て 周 
辺 地域 と と も に 併合 され た 


本 
性 は 
い 当 氷 
、 


・ イ ング ー ン 自治 共和 国 と し て ロン ア ・ ソ ビエ ト 社 会 主 
ー 魏 と され だ が 、 和 二 次 世界 大 戦中 の 1944 年 に 、 対 独協 力 
に on と ェ チ ェ ン 人 と イン グー シ ジ 人 約 50 万 人 は カザフ 
や シベ リア へ 強制 移住 させ せら れ 多 く が 死亡 し た 。 彼ら は 1957 年 に フル シ 
ョ フン | 江 ば 母屋 へ の 帰 思 を 許さ れ 、 自治 共和 国 が 再建 され る が 連邦 政府 に 
対す る 不満 は 残っ た 。 


N 


よさ 


ビ 届 MA 
NVA 上 


チェ チェ ン 人 た ち が 1990 年 11 月 に チェ チェ ン ・ イ ング ー ン シ 自 治 共 和 国 の ソ連 邦 

か ら の 独立 を 宣言 し 、1991 年 5 月 に チェ チェ ン ・ イ ング 一 シ 共 和 国 に 改名 し 、 10 

月 に 共和 I 団 ど 選 放 夏 府 の 同 で り 首 放 が ら の 書 下 は な いま で も 共和 国 を 

チェ チェ ン 共 和 国 と イン グー シ 共 和 国 に 分 割 す る こと で 同意 する と 、 翌 11 月 に 

当選 し た ば か り の チェ チェ ン 共 和 還 初代 大 入信 ジョ アッ \ ル ・ ド ゥ ダ エ フ が ソ連 

Si イチ ケリ ア 共 和 国 の 建国 を 宣言 し た 。 た だ し ソ連 邦 
し ー 品 4 つ / こ 。 


オレ ンジ 革命 (2004.11 ン 2005.1) ----- 野 党 支 持 者 が オレ ンジ を シン ボ 
ルカ ラー と し て 、 リ ボン 、「 ユ シ チ ェ ンコ に イエ ス ! (Tak! IOuenko!) 」 と 書か れ 
た 旗 、 マ フラ ー な ど オ レン ジ 色 の 物 を 使用 し た 


ユン シ チェ ンコ と ヤ ヌ コ ヴィ ッ チ の 地域 別 支持 状況 
樽 色 が ユ シ チ ェ ン コス 優勢 、 青 が ヤ ヌ コ ヴィ ッ チ 優勢 。 替 : 特 別 市 


Wikfor Janukowylsch 


Wikfor Juschtschenko 


ヴィ クト ル ・ ユ シ チ ェ ンコ 
2004 年 10 月 の 大 統領 選 第 2 ラウ ンド で 勝利 


・ ユ ンチ ェ ン コ 529%6 
・ ヤ ヌコ ー ビ ッ チ 4496 


第 3 代 大 統領 (2005.1 ン 2010.2) 
親 欧米 派 銀行 家 


※ ク チマ の 任期 満了 に 伴い 、 大 統領 選挙 に 野党 か ら 
立候補 し た 。 2004 年 9 月 、 ユ シン チェ ンコ は 突然 重病 に 
か か り 、 美 男子 と し て 鳴ら し て いた 顔 が 療 痕 だ ら け と 
な っ た 。 これ は ダイ オキ シン 中 毒 に よる も の と され た が 、 
真相 は 不明 で あっ た 。 

ユン シ チェ ンコ ら は 、 親 ロン ア 派 の 対立 陣営 (また は ロン 
ア の FsB) に よる 苫 毒 を 主張 し た の で 、 国民 の 同情 は 
高まっ た 。 
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ヴィ クト ル ・ ヤ ヌコ ー ビ ッ チ 
2010 年 2 月 の 大 統領 選 ・ 決 選 投 票 で 勝利 


・ ヤ ヌコ ー ビ ッ チ 499% 
・ テ ィ モ シェ ンコ 4596 


第 4 代 大 統領 (2010.2 ン 2014.2) 
親 ロ シア 派 


※1967 年 17 歳 の 時 、 暴 力 団 の 一 員 と し て 強盗 事件 
に 関わ り 、 懲役 3 年 の 実刑 判決 を 受け た 。 
1970 年 新た な 強盗 事件 (一 説 に は 強姦 事件 ) を 
起こ し 、 懲役 2 年 の 実刑 判決 を 受け た 。 
ド ネ ツク 州 裁判 所 は 、 犯 罪 の 証拠 が な いと いう 理 
由 で 以上 の 2 つの 判決 を 無効 と し た 。 
裁判 所 の 判断 に は 、 ヤ ヌコ ー ヴ ィ チ の 父 の 親友 
の ソ連 議会 議員 が 関わ っ て いる 。 
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ヤ ヌ コ ー ヴ ィ ッ チ と ティ モ シ ェ ン コ の 地域 別 支持 状況 


画 香寺 滞 布 国 
キ エ ッ ト 苗 部)p 抽 ティ モミ ッ ェ ーッ ココ 護 
“年 国 計 45475 
用 ミコ ー 字 T 手 計 
“年 国 計 48 ロ 5 


ーー 到 字 は 得 束 率 (9%) 


セラ ァ ト ポリ 94 35 間 間 |- =: ィ ニ ニニ 


出所 : ロウ ジラ イナ 中 典 選 掌 枝 貞 芸 ウロ ェ ブサ イト 


ユー リマ や ヤ ・ テ ィ モ シェ ンコ 
・ 第 10 代 、13 代 首相 


実業 家 と し て 
ウクライナ 統一 エネ ルギー シス テム 社長 
ロシア か ら の 天然 ガス の 主要 な 輸入 業者 
と な り 「 ガ ス の 女王 」 と 呼ば れる 

他 に 、 海 賊 版 ビ デオ 商品 の 密造 ・ 密 輸 


・ 政治 家 と し て 
大 衆 迎 合 的 、 日 和 見 的 


※2011 年 職権 乱用 罪 で 、 禁固 7 年 の 刑 。 2014 年 釈放 。 


ウクライナ の オル ガリ ヒ 資 産 規模 2016 年 現在 


①R・ ア フ メ ト フ (scCM グ ルー プ ) 22 億 ドル 

《②I・ コ ロモ イス キー( プ リヴ ァ ト グル ー プ ) 12 億 ドル 
③H・ ボ ホリ ュ ボ フ ( プ リヴ ァ ト グル ー プ ) 12 億 ドル 
(《④V・ ピ ンチ ュー ク ( イ ー ス トワ ン ) 11 億 ドル 


⑤A・ ヴ ェ レ フス キー( カ ー ネ ル グル ー プ ) 8.7 億 ドル 
⑥Yu・ コ シュ ー ク (ミロ ー ニ フカ 填 物 製品 ) 7.3 億 ドル 


⑦O・ ヤ ロス ラフ スキ ー(DcH グ ルー プ ) 7.3 億 ドル 
⑧K・ ジ ェ ヴ ァ ホ (Ferrexpo) 6.3 億 ドル 
⑨D・ フ ィ ル タ シ (DF グ ルー プ ) 6.2 億 ドル 
⑩P・ ポ ロ シ ェ ン コ ( ロ シェ ン ) 5.8 億 ドル 
第 5 代 大 統領 
第 54 章 「 ウ クラ イナ の 産業 と 企業 


文 変わ ら ぬ オリ ガル ヒ 支 配 文 」( 服 部 倫 卓 ) よ り 
(『 ウ クラ イナ を 知る た め の 65 草 』 所 収 ) 


トワ モロ コ : ン ・ 大 豆 の 産地 、 主要 輌 出 浴 


3 *_ ベラ ルー シ 
チェ ル ニ ー ヒ フ ン ア 
ヴォ リン ” 自 邊 人 。 
いる リヴ ネ が Go ひる - 世 スム イィ eg 
ポ フー ド mW ジ ト ー ミ ル キ /『 リ 
交 
リヴ ィ フ = い ! ひる お の 人 1 
ー ファ メリ ヌィ ー  。 ル タ ヴ ァ 
> 。 。 テル プリ ツィ クィ イ 09 5 TTY ce e 
イヴ ァ ー ノ = je チェ ルカ ー の 」 ル ハ ンス ク 
3 フラ ン キ ー ヴ スィ ク ヴィ ー ン ニッ 仙 ^ べ 、 人 入 故 Ye こ ご ニプロ ベト に ど 
も に ウ モー リ ス 
ザ カ ラバ ッ ンチ ャ s らら の る y eee TS ド ネ ー ツ ィ ク 
ガリ ー チェ ル ニ ー ヒ フ キロ ヴォ フラ ー ト “ e 
o 誠 ドニ エ プ ブル 川 ぅ 2 
ルー マニ ア ・ バ 7 ョ デア (ドニ プロ 川 ) で 
ニー ュー ンー の ー ル で .] ミコ ラー の ザ ポ リー ジュ ジャ 。 
ウクライナ | る オデ ッ サ < を 1 
。 音 邦 < “ 稚 
。 枚 庁 所 在 地 
rm 人 オ テ ッ サ 港 
9 国井 _- p て a クリ ミア 自 浴 共 科 q9 

「 相 役 0B608 < 

遺 誠 っ 
「 銭 導 | 2 寺 | | と う も ろ こ し 主要 産地 
| は 0 19 の 298 jo9 39p | まま 」 大 合 主 要 産 地 

' 8 主要 輸出 洪 


エン ジニ アリ ング の 学位 取得 者 数 の 比較 
ウクライナ 投資 庁 資料 


(単位 :1 000 入 ) 人 口 は 、 ウクライナ が 4230 万 

140 Tn フラ ンス が 6700 万 
ドイ ツ が 8250 万 

120 英国 が 6580 万 


イタ リア が 6000 万 
トル コ が 8000 万 


ロ U 
la 
nH 
GU 4H 
0 | 


邊 
康二 民 届 ト 此 コ 供 国 ボー ラド ーー スペ イル イア 上 ルー マニ デア 


トコ 
に う 


ウクライナ の 産業 を 文 え る 豊富 か つ 優 秀 な 人 材 


・ ウ ク ラ イ ターナー に 優秀 な IT 人 材 が 多い 


こと 。 旧 ソ 四 時 代 の ウクライナ で は 、 開 発 原 子 カ 発電 、 航 空軍 分 
時 の 研究 が 本 極 的 に 進め られ て いた 。 も と より 理系 教育 が 進ん で いた 。 
崩壊 後 は 委ね わら な い 。 


5 ウクライナ で に 学 す る が 多い 仙 太 に 、 (1)T 産 業 の 給与 水準 


が 他 未 れ 比 較 し て 高い こと 、 (2) 失業 率 が 1 な が ら 

外国 の 仕事 を 受 注 し て 働く 機会 が 得 ら れる こと 、 ヵ パ あ る 。 

・ (1) に 関し て 、 ウクライナ の 求人 サイ ト 「Work.ua」 に よる と 、IT 産 業 全体 
の 平均 給与 は 1 万 >000 フ リブ ニャ ( 約 5 万 円 、UAH、1UAH 三 約 4 円 ) 。 全 

職業 の 平均 給与 が 1 万 2,.000 UAH な の で 、25% 程 度 高 水準 と いう こと に 

な る 。 各 職種 を 給与 順に 並べ 替え て みる と 、 、 上 位 に は IT 関連 の 職種 が 
MM 2 ふ 。 

・ (2) に つい て 、 ウクライナ は 失業 率 が 9% 前 後 と 高い 。 この 結果 2018 年 
で ” ら グラ イナ 投資 庁 の オル ハー シバ ク 西 部 ウクライナ 代表 に よる と 多 
ト ル ハ ーー ン バク 西 語 ご 、 

< の ウクライナ 人 は 国内 で の 鈴 労 を 希望 し て いる 。 産業 に は 、 コ ン 
仕事 が 多い イン ター ネッ ト 二 いな が に 2 は 見 の ど RS 
\。 ヘー \ な と / 

の 報酬 受け 取れ る こと は 、 特に 者 と っ て 魅力 際 抽 7 目 
Jetro 地域 分 析 レ ポー ト よ り 2020.7.29 


